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策定にあたって

下水道は、市民の安全で快適なくらしと良好な環境を守り、社会活動をささえる必要不可欠なライ

フラインです。

札幌市の下水道は、これまで、時代とともに変化する社会情勢に対応しながら、その時代に求めら

れる多様な役割を着実に果たし、安定した事業運営を続けてきました。

しかし、今後は老朽化した下水道施設の急激な増加や自然災害の増加に加え、将来的な人口減少

に伴う下水道使用料収入の減少といった財政状況の悪化が懸念されるなど、大変厳しい状況に直面

します。

このような厳しい状況においても、将来にわたり良好な下水道サービスを提供していくため、今後５

年間の具体的な事業計画と財政計画を示す「札幌市下水道事業中期経営プラン2025（以下、プラン

2025）」を策定します。

目的1

札幌市の下水道は、札幌市の最上位の総合計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の基本的

な方向に沿って、個別の計画を策定し、事業を推進しています。

2020年には、国の「新下水道ビジョン*」や「新下水道ビジョン加速戦略*」とも整合を図るととも

に、SDGs（持続可能な開発目標：P.8参照）の視点も意識しながら、今後10年間の下水道事業の方向

性を示す「札幌市下水道ビジョン2030（以下、ビジョン2030）」を策定しました。

プラン2025は、ビジョン2030を実現するための、前半5年間（2021～2025年度）における行動計画

として位置づけるものです。

また、プラン2025は、国が公営企業*に策定を求めている「経営戦略*」としても位置づけています。

位置づけ・計画期間2
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整合

本文中の＊のついた用語はP.34～39に解説があります。



「札幌市下水道事業中期経営プラン2020（以下、プラン2020）」は、2011～2020年度の下水道事

業の方向性を示す「札幌市下水道ビジョン2020」の後半5年間（2016～2020年度）における行動計

画であり、この5年間はプラン2020に基づき、計画的に事業を実施しました。
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中期経営プラン２０２０の実施状況3

基本目標 施策目標 施策

1 中期経営プラン2020の体系

下水道機能の

維持向上

災害に強い

下水道の実現

清らかな水環境の

保全と創出

循環型社会*

への貢献 

安全で安心な

市民生活を

維持します

環境に与える

負荷の低減に

努めます

健全で持続可能な

経営を目指します
経営基盤の強化

健全で

安定した

経営への

取組

下水道

サービスの

向上

主要

施策の

展開

下水道施設の災害対策
（雨水対策・地震対策）

下水道整備と水質改善

下水道エネルギー・

資源の有効利用

下水道施設の再構築

下水道施設の維持管理

組織力の向上

財務体質の強化

「情報提供」による市民理解の促進

「市民参加」によるニーズの把握
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「札幌市下水道改築基本方針*（以下、改築基本方針）」に基づき、目視による点検やテレビカメラ

などによる詳細調査、施設の延命化のための修繕など、適切な維持管理を実施しました。

下水道施設の維持管理

6,840㎞

1,060㎞

22,600か所

950台

6,890㎞

1,120㎞

24,668か所

954台

達成

達成

達成

達成

下水道本管簡易調査延長

下水道本管詳細調査延長

取付管詳細調査箇所数

設備修繕箇所数

目標値 実績値（見込み）※1 評価

管路

処理施設

※1　2019年度までは実績値、2020年度は見込み値（以降、同じ）

改築基本方針に基づき、改築の必要性や時期を総合的に判断しながら、計画的に管路や処理施

設の機械・電気設備の改築を実施しました。

管路改築延長については、他の施策への事業費の振替などにより、事業の一部を先送りしたため、

目標値を下回りました。

下水道施設の再構築

119㎞

23施設

100㎞

23施設

未達成

達成

管路改築延長

改築施設数※2

目標値 実績値（見込み） 評価

※2　機械・電気設備の改築を行う処理施設数

下水道施設の災害対策

204.3㎞

119㎞

4か所

100％

205.0㎞

100㎞

4か所

96％

達成

未達成

達成

未達成

雨水拡充管整備延長（2015年度末：197.7㎞）

管路耐震化延長（管路改築延長：再掲）

水再生プラザ*・ポンプ場耐震化（ポンプ棟）

圧送管バックアップシステム整備率（2015年度末：84％）

目標値 実績値（見込み） 評価

大雨時の浸水被害を軽減するため、計画的な雨水拡充管*の整備や雨水流出抑制*

の取組などを実施しました。

施設の重要度を踏まえ、計画的に耐震化を進めるとともに、下水道BCP*の見直し

の継続や災害対応訓練の取組を実施しました。

圧送管バックアップシステム*整備率については、北24条桜大橋の整備完了と合わ

せて目標を達成する見込みです。

雨水対策

地震対策

主要施策について、合計13の目標を設定し、概ね達成しました。

未達成の項目については、プラン2025に反映し、引き続き実施します。

主要施策の展開

2 実施状況
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合流式下水道*の改善対策として、手稲水再生プラザにおける雨天時下水活性汚泥法の導入に

向けた整備を進めました。（2023年度供用開始予定：P.14参照）

また、河川の水質環境基準*を達成・維持するため、水再生プラザにおける下水の処理方法の高度

化*や運転管理方法の工夫を進めました。

下水道整備と水質改善

70％

100％

70％

100％

達成

達成

合流式下水道対策率※3（2015年度末：70％）

目標放流水質達成率※4

目標値 実績値（見込み） 評価

※3　合流式下水道の改善対策が完了した区域の割合

※4　年度ごとに設定する各水再生プラザの目標放流水質達成状況

処理水*が持つエネルギーを利用した設備の導入を進めるとともに、省エネルギー設備への改築な

どを行うことにより、エネルギー使用量の削減に努めました。

下水道エネルギーを活用した設備の導入箇所数については、予定していた施設の改築工事が延期

となったことから、目標値を下回りました。

下水道エネルギー・資源の有効利用

※5　給湯設備やロードヒーティングなど

4か所 3か所 未達成下水道エネルギーを活用した設備※5の導入箇所数

目標値 実績値（見込み） 評価
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※四捨五入の関係上、合計は一致しない場合があります

※プランの計画値との比較のため、2016年度の決算の資本的収支では、2015年度から2016年度へ繰越した事業費を除いています

※2020年度の予算値は、当初予算に2019年度から繰越した事業費を加えています

（単位：億円）
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下水道使用料

一般会計繰入金*

長期前受金戻入*

その他

維持管理費*

減価償却費*

企業債支払利息

その他

企業債

国庫交付金*

一般会計繰入金

その他

建設事業費*

企業債元金償還金

その他

.補てん財源*（減価償却費等）

.当年度末資金収支（C+F+G）

.累積資金残高

.企業債元利償還金

.企業債未償還残高

A. 収益的収入

B. 収益的支出

C. 収益的収支差引（A-B）

D. 資本的収入

E. 資本的支出

F. 資本的収支差引（D-E）

５年間の収支実績

コストの縮減や財源の確保に取り組んできたほか、人口が想定と異なり微増を続けたことによる下

水道使用料収入の増加や、利率の低下による企業債*支払利息の減少などから、2020年度末時点の

累積資金残高*は、計画値の13億円に対して53億円好転した66億円となる見通しです。

財政計画の進捗状況

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

施設の延命化によるライフサイクルコスト*の縮減に努めるとともに、水再生プラザの運転管理業

務の委託を進めたほか、国庫交付金を積極的に活用し、施設の改築などの建設事業を実施しました。

財務体質の強化

研修を実施して職員の技術や知識を高める機会の充実に努めたほか、下水道実務発表会などを

通じ、組織を横断した業務内容の共有を図りました。

また、下水処理の高度化や水環境の保全を目的とした大学への研究委託を継続したほか、2018年

度より札幌市下水道資源公社*へ水再生プラザの総括管理業務*を委託し、連携して技術を蓄積す

ることで、技術力の継承に取り組みました。

組織力の向上

2 実施状況

健全で安定した経営への取組

計画値 決算値 増減

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

計画値 決算値 増減 計画値 決算値 増減 計画値 決算値 増減 計画値 予算値 増減
項目

G

H

I

J

K
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下水道科学館や下水道事業パネル展などの広報イベント、小学校への出前授業などにより、下水

道の役割や重要性を楽しみながら学んでもらう機会を提供し、下水道に対する理解を深めてもらうた

めの情報発信に努めました。

「情報提供」による市民理解の促進

下水道科学館のイベント 下水道事業パネル展

広報イベントや小学校への出前授業を活用したアンケート調査の実施のほか、広く市民を対象とし

て実施する出前講座*を活用し、下水道事業の運営に対する市民ニーズの把握に努めました。

「市民参加」によるニーズの把握

広報事業を活用したアンケート調査 出前講座

下水道サービスの向上
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中期経営プラン2025の要点4

ビジョン2030に基づき、以下の基本方針と基本目標を掲げます。

基本方針と基本目標5

札幌をささえる下水道を

次世代へつなぎます

老朽化した下水道施設の急激な増加、集中豪雨*の増加や大規模な地震の発生、財政状況が悪化

する見通しなど、大変厳しい状況に直面することを踏まえ、ビジョン2030と同様に、以下の3つの対応

を重要な要点としています。

健全な経営を持続しますII

幅広い世代への理解を促進しますIII

安全で快適なくらしと良好な環境を守りますI基
本
目
標

基
本
方
針

急激な増加が続く老朽化施設への対応

計画的な維持管理や改築を引き続き進めるとともに、

土木・建築構造物を含めた、処理施設の長期的な再構築計画の策定

増加する自然災害への対応

計画的な施設整備を引き続き進めるとともに、

内水ハザードマップ*の作成・公表や、液状化を踏まえた管路の耐震化の実施

一層厳しくなる経営環境への対応

コストの縮減や財源確保の取組を引き続き進めるとともに、

適正な受益者負担について具体的な検討を実施
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中期経営プラン2025の構成6
ビジョン2030の体系に基づき、基本目標を達成するための3つの取組と７つの「取組の方向性」のも

と、合計14の「取組内容」で構成します。

取組 取組の方向性 取組内容

下水道機能の維持1

災害に強い
下水道の構築

2

公共用水域の
水質保全

3

下水道エネルギー・
資源の有効利用

4

下水道施設の維持管理

処理の高度化の推進

合流式下水道の改善

下水道資源の有効利用

安全で快適なくらしと
良好な環境を
守るための取組

下水道の見える化7幅広い世代への理解を
促進するための取組

下水道科学館を活用した環境学習

効果的な情報発信

財務体質の強化5

運営体制の強化6

コストの縮減

技術力の維持・向上

健全な経営を
持続するための取組

官民連携の強化

財源の確保

下水道エネルギーの有効利用

雨水対策

地震対策

下水道施設の再構築

5年間で特に重点的に取り組むもの

SDGsは、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ*」

に記載された、2016年から2030年までの国際目標です。

札幌市では、市全体としてSDGsの推進につながる取組を行うこととしており、下水道事業にお

いても、SDGsの視点を意識し、取組を進めていきます。

SDGs（持続可能な開発目標）の推進

持続可能な世界を実現するための17 のゴール（目標） 下水道事業とSDGsの関わり

1 下水道機能の維持

2 災害に強い

下水道の構築

3 公共用水域の

水質保全

下水道エネルギー・

資源の有効利用

4

取組の方向性 ゴール（目標）

すべての

人に健康と

福祉を

すべての

人に健康と

福祉を

エネルギーを

みんなに

そしてクリーンに

住み続けられる

まちづくりを

安全な水と

トイレを

世界中に

安全な水と

トイレを

世界中に

海の

豊かさを

守ろう

気候変動に

具体的な対策を

つくる責任

つかう責任




